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本書は,「……表題の とお り,何 よりもこ
れか らデザインを学ぼうとする若い読者のた










な ど15人に及ぶ多彩な筆者を擁 して,経 験に
則 して語 り,デザインの世界にいざなう形を




き出す ことはほ とん ど期待で きず,「デザイ
ンに興味を もつデザイン学生」 を育てること
か ら今 日の教育ははじまる。語 られ,論 じら
れる内容 よりも,語 り方,さ らには語 り手に
対する関心 の方が優位であるか ら,語 り口そ
の もののあ り方を工夫しなければならない。




タ ビュー に答 える とい う形 を取 り,安 藤 は
「住吉の長屋から」のなかで独学で建築家に
な った経移 を語 り,勝井 は 「視覚人間 の軌
跡」で大学時代にはじまりその後のグラフィ
ック ・デザイナー としての活動や状況を振 り
返 りつつ,日 本のデザイン界 について語って
いる。黒木靖夫の 「企業内デザインのあり方
への挑戦」はデザインの現場での実践 を通 じ
ての話 だ し,須 永剛司の 「デザイ ンの教室




究者の軌跡 とい う形 を取 っている藤田治彦の
「歴史のなかの現在」である。藤田はもちろ
ん本意匠学会の会員である藤田氏である。デ
ザイナーな どの場合 は個人の活動 を語ること


























「誰 もが等 しく健康で豊かに生活で きる生活
環境」の構成,あ るいは 「新 しい生活様式」
の構想,プ ロジェク トという点に近代デザイ










た とえば柏木は,オ ウム真理教 にっいて,生
活についての明確なプロジェク ト,つ まりデ




















西川潔 の 「ノー フォク地方のビレッジサイ
ン」は,彼 自身によるフィール ドワークの報
告だが,単 なる結果報告ではな く,む しろフ
ィール ドワーク,そ れに対する姿勢 ・気持ち,
苦労や楽 しさなどの ドキュメン トの意味合い
を濃 くもっている。宮崎 も,長野県のある集




















生 にとって,誘 われている世界 は自分たちが
行 くことのない世界 という逆説が成 り立 って
しまうのである。
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